
第 94 期 決 算 公 告
平成 24年 12月 12日 北海道小樽市稲穂２丁目１番１号

株式会社新宮商行
代表取締役 坂口栄治郎

貸借対照表の要旨 (平成24年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 3,817 流 動 負 債 5,159
固 定 資 産 7,659 固 定 負 債 4,845

株 主 資 本 1,473
資 本 金 250

資 本 剰 余 金 59

資 本 準 備 金 59

利 益 剰 余 金 1,163
利 益 準 備 金 62
その他利益剰余金 1,101
(うち当期純利益) (23)

評価・換算差額等 �1
その他有価証券評価
差額金 �1

資 産 合 計 11,477 負債・純資産合計 11,477

平成™›年˜™月˜™日 水曜日 (号外第™�—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
矢
筈
森
四
三
番

地
九
、
最
後
の
住
所
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字

矢
筈
森
四
三
番
地
の
九

被
相
続
人

亡

岡
部

松
吉

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
一
一
番
一

二
e

三
〇
九

相
続
財
産
管
理
人

高
橋

誠
也

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
大
字
堀
口
六
〇
〇
番
地

四
、
最
後
の
住
所
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
大
字
津
田

二
四
〇
六
番
地
二

被
相
続
人

亡

有
賀

一
惠

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

事
務
所
茨
城
県
水
戸
市
南
町
一
丁
目
三
番
二
七
号

み
と
み
ら
い
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

安

徹

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
丁
目
四
二
九
番

地
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
飯
能
市
大
字
前
ヶ
貫
二
六

五
番
地
八
四

被
相
続
人

亡

池
林

國
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
双
柳
八
七
番
地
五
九

田
辺

ビ
ル
二
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

土
屋

良
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
佐
倉
市
井
野
一
四
二
四
番
地
、
最
後
の

住
所
千
葉
県
佐
倉
市
井
野
一
〇
一
〇
番
地
一

被
相
続
人

亡

木
下

博

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
一
六
番
一
号

建
設
会
館
ビ
ル
一
階

プ
ラ
イ
ム
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

土
屋

孝
伸

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岩
手
県
北
上
市
立
花
五
地
割
七
番
地
、
最
後
の

住
所
神
奈
川
県
横
須
賀
市
大
矢
部
一
丁
目
一
五
番
二

二
号
み
ゆ
き
荘
二
Ｆ

被
相
続
人

亡

阿
部

英
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
小
川
町
一
二
番
地

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

松
岡

均

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
堺
市
堺
区
東
湊
町
二
丁
一
五
〇
番
地
五
、
最
後

の
住
所
堺
市
堺
区
東
湊
町
二
丁
一
五
〇
番
地
五

三

一
〇

被
相
続
人

亡

中

淳
次

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
難
波
三
丁
目
七
番
一
二
号
Ｇ
Ｐ
・

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ビ
ル
七
階

相
続
財
産
管
理
人

塩
路

広
海

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
三
津
屋
北
一
丁
目
二
七

番
地
、
最
後
の
住
所
大
阪
府
豊
中
市
二
葉
町
一
丁
目

七
番
三
号

被
相
続
人

亡

富
家

成
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
三
丁
目
一
四
番
六
号
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
西
天
満
ビ
ル
四
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
西

悦
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
三
田
市
狭
間
が
丘
三
丁
目
三
三
番
地

八
、
最
後
の
住
所
兵
庫
県
篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
一

番
地
一
五
五

被
相
続
人

亡

日
ˆ

丈
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

兵
庫
県
篠
山
市
北
新
町
三
九
番
地
の
四

弁
護
士

法
人
イ
ー
ス
ト

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

東

泰
弘

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
口
県
宇
部
市
大
字
東
岐
波
三
五
五
三
番
地
、

最
後
の
住
所
山
口
県
宇
部
市
中
央
町
三
丁
目
六
番
二

号

被
相
続
人

亡

瀬
戸

國
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

山
口
県
宇
部
市
常
盤
町
一
丁
目
六
番
三
六
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

藤

隆
弘

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
二
丁
目
二
三
番
、
最
後

の
住
所
埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
二
丁
目
二
三
番
八
号

被
相
続
人

亡

小
川

誠

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
水
野
八
一
八
番
地
の
七

狭

山
南
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

町
田
冨
士
雄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
岩
屋
北
町
七
丁
目
一
六
番

地
、
最
後
の
住
所
三
重
県
伊
勢
市
二
見
町
溝
口
三
八

九
番
地
七

被
相
続
人

亡

濱
千
代
幸
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

三
重
県
伊
勢
市
宮
町
一
丁
目
九
番
二
〇
号
杉
ビ
ル

二
階

相
続
財
産
管
理
人

濱
田

秀
也

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
媛
県
今
治
市
玉
川
町
鈍
川
戊
六
五
五
番
地
、

最
後
の
住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
大
K
北
二
丁
目
八
番

六
号

被
相
続
人

亡

藤
本

ツ
マ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三
丁
目
七
番
一
二
号
京
阪
御

堂
筋
ビ
ル
三
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

宇
田

ø
史
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